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質問内容

質問内容11月市議会

ぜひ傍聴におでかけください
党議員団全員が質問します

※開始時間は目安ですのでお早めにおいでください

１２月４日（火）  午後１時３０分頃から

内田 りゅうすけ 議員

●市長の政治姿勢について
① 清水庁舎移転計画について経済優先でなく人命優先するよう求めます。

② 清水生涯学習交流館問題では、使用料負担は合併公約違反であり、

しないよう求めます。

③ 清水庁舎移転計画・桜ヶ丘病院の建設計画など市民生活に大きく影

響する事業については、静岡市自治基本条例に基づき対応するよう

求めます。

 （自治基本条例・市民参画の推進に関する条例９条では、市民生活に

重大な影響を与えるという事業については市の執行機関だけで決め

るのではなく、市民の意見を反映するよううたっている）

１１月３０日（金）  午後２時頃から
●避難対策について
要援護者の避難行動について
　近年は自然災害が多発しています。７月２８日、台風１２号の接近で高齢

者などに避難勧告が出されました。そのとき、災害時要援護者に登録してあ

る後期高齢者で、車いすでないと移動できない重度の障害を持つ方が、市

の広報に従い避難しようと行動を起こしました。ところが、避難支援者や避

難場所の受け入れ体制、移動手段など様々な問題が生じ迅速な避難ができま

せんでした。この出来事をもとに、市の避難対策について質します。

杉本 まもる 議員

１２月４日（火）  午前１０時３０分頃から
●国民健康保険について
　国保会計は、黒字２３億円、基金に６１億円、合計８４億円もの活用

できる財源を示し、国保料引き下げを迫ります。また、国からの交付金

を活用し、国保料の減免制度拡充で負担軽減を提案します。

●市民文化会館再整備について
　市民文化会館の再整備について、①アリーナとホールを備えた案は、

限りあるスペースで、避難路、終演時のスムーズな人の流れ等安全対策

は万全か、②ホールは、舞台袖の十分なスペース・諸室確保など使いや

すい施設整備が大前提であるかを確認します。

鈴木 せつ子 議員

１２月３日（月）  午後１時３０分頃から
●駿河湾フェリーについて
　存続が決まった駿河湾フェリーの発着場を、現在の日の出埠頭からＪＲ

清水駅東側の江尻埠頭への移設する展望について質問します。

●生涯学習施設について
　生涯学習施設について、清水区の利用者に有料化を押し付けることが

清水の「まちづくり」にどのような影響を及ぼすか、有料化反対の立場で

質問します。

望月 賢一郎 議員

１２月４日（火）  午前１１時頃から

寺尾　昭 議員

●大規模災害対策に対応する静岡市の防災力について
　大地震、集中豪雨、台風と相次いでいる日本列島。今私たちもその危険

に直面しています。大規模災害に対する静岡市の防災力はどこまで進んでい

るか。市民の安全確保策を多角的に検証します。

常任委員会　日程　開会　午前 10時
　１２月５日 （水）　総務委員会、企業消防委員会、市民環境教育委員会
　１２月６日 （木）　厚生委員会、観光交流経済委員会、都市建設委員会本会議、常任委員会のすべてが傍聴できます。


